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No.84 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する６人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市観光課（☎ 77・8563）、市水産振興課（☎ 77・
8752）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

自分で作ったキッチンカー自分で作ったキッチンカー

手作りのキッチンカーで
イベントに出店

　今春に大阪から柳川に移住して、半年が経ちま
した。柳川の魅力を PR し、盛り上げていきたいと
思っていましたが、緊急事態宣言などで思うよう
に動けないので、キッチンカーを作りました。以前、
古民家を自分でリフォームしてカフェを開いた経
験などを活かして試行錯誤しながら、車内全てを
なんとか作ることができました。
　このキッチンカーを使って、夏はむつごろうラ
ンドのイベントや柳川よかもん館に出店。レモネー
ドやアイスコーヒーなどを販売しました。秋から
は商品を食べ物に変えて、沖端や市内で開催され
るイベントなどにどんどん出店する予定です。黄
色いキッチンカーを見かけたら気軽に話しかけて
ください。
　現在、むつごろうランドで「泡マルシェ」とい
う新しいイベントを企画しています。開催時期は
検討中ですが、泡にぬれた空間で子どもたちがた
くさん楽しめる仕掛けを考えているので、ぜひご
家族やお友達と遊びに来てください。

　海
の り

苔のシーズンになりました。この時期になる
と、有明海には支柱が並び、春夏とは違った景色
が見られます。毎年おいしい海苔を食べられるこ
とに感謝しながら、協力隊としてどんなことがで
きるか、模索する日々です。
　柳川の食の研究を目的とした「やながわ食の学
校」では、柳川ならではの食材として「生海苔」
の可能性に注目し、さまざまな取り組みを行って
います。今回は秋の柳川と生海苔を楽しめる、「水
郷柳川ゆるり旅」体験プログラムを企画しました。
10 月 20 日（水）に開催する「秋の柳川を満喫！柳
川海苔弁作り＆川下り」は、同校の三堂徳孝校長 ( 中
村学園大学教授、柳川観光大使 ) と一緒に生海苔を
使ったお弁当作りやお弁当を食べながらの川下り
を楽しめるプログラムです。秋の
柳川を味わいながら、優雅なひと
ときを過ごしてもらえるといいな
と思います。詳しくは柳川ゆるり
旅公式サイトを確認してください。

水郷やながわゆるり旅で
優雅なひとときを

平井 剛
つ よ し

志（30歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川観光
の未来を担うマルチプレイヤーを担当

齊藤 千絵（34歳）

【プロフィル】市水産振興課に所属。食と人
材づくりのコーディネーターを担当

ゆるり旅

ゆるり旅の企画で作る予定の生海苔を使ったお弁当ゆるり旅の企画で作る予定の生海苔を使ったお弁当


